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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付いている。                  

（1）ア 

②共通、相違、事柄の順序など情報と情報の関係

について理解している。     （2）ア 

①「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう

に、行動したことや経験したことに基づいて、話す事

柄の順序を考えている。        A（1）イ 

②「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や相

手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫している。            

A（1）ウ 

①進んで、相手に伝わるように話す事柄の順序

を考え、学習の見通しをもって紹介しようと

している。 

四万十市立中村小学校 国語科学習指導案 １年 「わかりやすくつたえよう ぼく・わたしのすきなきょうか」  （学習材：すきなきょうかはなあに） 授業者  矢野 真衣  令和５年１０月１８日（水） 

研究主題 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり  －各教科等における見方・考え方を働かせて－」 

[単元を貫く問い]                       話したいことが聞き手に分かりやすく伝わるようにするにはどうすればいいのだろう 

この単元と関連した領域の付いている力（◆）と内容（・） 
[第１学年] 
◆みんなの前で話す。話を聞いて質問や感想を述べる。 

 ・はなしたいなききたいな 

児童の実態と指導観 
この単元における重点指導事項は、学習指導要領における［思考力・判断力・表現力等］の「A 話すこと・聞くこと」(1)イ「相手に伝わ

るように、行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の順序を考えること」である。児童はこれまで、みんなの前で簡単な組み立て
に沿って話すことを学習してきている。また、説明文「どうやってみをまもるのかな」「いろいろなふね」においては、事柄ごとに順に説明
する文章に触れてきている。それらの経験を踏まえ、本単元では、話の内容が聞き手に伝わるように、順序を考えて話すことができるように
なることをねらいとしている。 
本学級の児童は、日頃の学習においてペアやグループ活動に積極的で、話すことへの抵抗感は見られないものの、思いついたままに話すこ

とが多く、聞き手に分かりやすいように順序立てて話すことが難しい。聞き手に分かりやすく伝えるために、事柄ごとにまとまりを作って話
す必要に気付かせるとともに、二つの教科をどんな順でどんな言葉を使って話すか、児童自身が考え、主体的な学習を展開していきたい。ま
た、本単元で身に付けた力を、各教科等における発表や、朝の会や帰りの会等での発言の機会など、汎用的に生かせるようにしていきたい。 
 
 

この単元からつながっている領域の付けたい力（◆）と内容（・） 
[第３学年及び第４学年] 

◆相手に伝わるように、理由や事例を挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考える力。 

[第５学年及び第６学年] 

◆話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別するなど、話の構成を考える力。 

[中学校第１学年] 

◆自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などに注意し

て、話の構成を考える力。 

[中学校第２学年] 

◆自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫する力。 

[中学校第３学年] 

◆自分の立場や考えを明確にし、相手を説得できるように論理の展開などを考えて、話の構成を工夫する力。 
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【１時間】 
 

●様々な教科の学習活動を想起し、楽しかった

ことや好きなことについて話し合うととも

に、「好きな教科を二つに絞って、家の人に

話す」という学習課題を確認し、学習の見通

しを立てる。 

【知①・主①】 

【３時間】 
 

●好きな教科について隣同士で聞き合い、話し

たい教科二つを決め、その理由もメモに書き

表す。 

【思①】 

●自分の話したいことが聞き手に伝わるよう

に、話す順序やまとまりを表す言葉について

考え、話す練習をする。（2時間） 

（本時１/２）【思①・知②】 

 

【２時間】 
 

●好きな教科について声の大きさ等に気をつ

けながら発表をする。 

【思②】 

●まとまりを表す言葉や理由を話すときに使

った言葉を確認し、みんなの前で話すため

に学習したことを振り返る。 

【主①】 

 

言
語
活
動 

聞き手に伝わるように、話す順序を考え、好きな教科二つをみんなに紹介する 

評
価
規
準 

・各教科の学習を想起し、「好き」「得意」「楽し

い」といった思いをもち、これまでの学習を

生かしながら順序立てて相手に伝えることに

取り組もうとしている。 

・友達とのやり取りの中で、好きな教科と好きな

理由について明確にしようとしている。 

・友達との対話を通して、「何から話すかを決め

る」「一つずつ話す」「まとまりを表す言葉を使

う」といった聞き手に伝わりやすいポイントを

つかみ、話す事柄の順序を考えて話している。 

 

・聞き手に届ける声の大きさや姿勢、話す速さに

気をつけて話している。 

・話の内容が聞き手に伝わるようにするには、伝

えたい事柄のまとまりを考え、順序立てて話す

必要に気付き、これからの学習に生かそうとし

ている。 

学びに向かう力、人間性等 
・言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝

え合おうとする。 

 

単元終了時のめざす児童の姿 
・聞き手に自分が話したいことが伝わるように、まとま

りを表す言葉を使ったり話す事柄の順序を考えたりし

て、メモをもとに話している姿。 

・聞き手を意識し、声の大きさや話す速さを工夫して話

している姿。 

 

思考力・判断力・表現力等 
・相手に伝わるように、行動したこと

や経験したことに基づいて、話す事

柄の順序を考えることができる。 

A（1）イ 

・伝えたい事柄や相手に応じて、声の

大きさや速さなどを工夫することが

できる。A（1）ウ 

知識及び技能 
・言葉には、事物の内容を表す働きや、

経験したことを伝える働きがあること

に気付くことができる。（1）ア 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情

報の関係について理解することができ

る。（2）ア 

 

本単元の目標 

他教科等との関連 

・各教科の学習活動 

・学級活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 前時までの学習を振り返り、好きな教科とその理由を書いたメモを見
ながら話をしてみる。 

 
 
T 好きな教科とその理由について、お家の人に話すのでしたね。 

友達と話してメモに書いて、話したい教科も二つに決めることができま
したね。 
メモを見ながら、話をしてみましょう。（タブレットで撮影） 

C 最初に何と言って話をし始めたらいいか分からない。 
C メモだけでは上手に話せなかった。 
C 言葉を付け足さんといかん。 
T メモのままではお家の人に分かりやすく伝わらないようですね。 
 今日は、どんな言葉を付け足したらよいか考えて話してみましょう。 
 
2. めあてを確認する。 
 
 
 
  
 

3. 聞き手に分かりやすい話し方について考え、児童と一緒に話型を完成させていく。 

 

T 言葉を付け足さないといけないという意見がありましたが、どんな言葉を付け足すといいでしょう。 

C 「です」「ます」をつけて話します。 

T なぜ丁寧な言葉を付け足すのでしょうか。 

C 前で発表するときは、丁寧な言葉を使うからです。 

T 「です」「ます」を付け足すだけでいい？ 

C はじめに話す言葉がいります。 

C 「はなしたいな ききたいな」の勉強で言ったことが使えそう。 

C 「今から好きな教科について話します。」と言えそう。 

C 「これからぼくの好きな教科の話をします。」でもよさそう。 

C その言葉を入れて言ってみたいな。 

T では、友達に話してみましょう。 

 

T 他に言葉を付け足さなくても話せそうですか。  

C 「一つ目は」「二つ目は」も付け足します。 

C 「一番好きな教科は」「二番目に好きな教科は」とさっき話しました。 

T どうしてそんな言葉を付け足す？ 

C 二つの教科を話すことを分かるように言うためです。 

T なるほど、教科ごとにまとめて話すための言葉ですね。「まとまりを表す言葉」と言います。 

C その言葉を入れてもう一回言ってみたい。 

T もう一度話す練習をしてみましょう。 

 

T ○○さんの話し方をみんなで聞いてみましょう。 

C 私と違うまとまりを表す言葉を使っていて、いいなと思いました。 

C その言葉も使っていいんだね。 

T では、もう一度、自分のお話に入れて、友達に話してみましょう。 

 

4. 全体で共有した話し方を確かめながら、初めの話し方と比較し、変容

を実感する。 

 

T では、タブレットで自分の話し方を撮って、最初に撮ったときと比べ

てみましょう。 

C 最初に話した時より分かりやすい。 

C まとまりを表す言葉があった方が、どんな教科が好きか分かりやすい

ね。 

 

5. 学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

T 今日の授業の振り返りを書きましょう。 

C わかりやすくはなすには、まとまりをあらわす言葉を使うといいこと 

が分かりました。  

C 最初よりわかりやすく話せるようになって嬉しかったです。 

C おうちの人に話せるようにもっと練習したいです。 

 

  

 

〔指導上の留意点〕 

・児童がメモだけを見て話をしてみることで、自分が伝えたい内容を相手に

伝えられないことに気付くように促す。 

 

〔指導上の留意点〕 

・児童から出たポイントを共有した後、自分の話に取り入れて練習をする活動を繰り返し、自分の話し方に取り入れられる

ようにする。 

・児童からまとまりのある言葉などのポイントが出なかった場合、教師のメモや教科書をヒントに考えさせていく。 

 

〔指導上の留意点〕 

・タブレットで初めに撮った時との変容を実感し、本時で学んだ話し方の

よさに気付かせる。 

・話す事柄の順序を考えることのよさや必要感を感じられるような振り

返りを促す。 

 【思①】「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の順序を考えている。 

【知②】共通、相違、事柄の順序など情報と情報の関係について理解している。               （発言・タブレット） 

 

【本時の目標】 聞き手に話したいことが伝わるように、話す事柄の順序やまとまりを表す言葉について考え、話す練習をする。（３／６） 

【本時における言葉による見方・考え方】 友達との対話を通して、「何から話すかを決める」「一つずつ話す」「まとまりを表す言葉を使う」といった聞き手に伝わりやすいポイントをつかみ、話す事柄の順序を考えて話している。 

◎主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習過程の工夫 

 始めに、メモをもとに隣同士で話をさせる場面で、メモだ

けでは話せないという困り感を拾い、みんなが分かりやすく

友達に話せるようにするにはどうしたらいいかを考えるとい

う、本時の内容につなげる。 

 また、導入と終盤の話す場面で、タブレットを活用し、自

分が話している様子を動画に撮ることで、話し方の変容を実

感できるようにする。 

 

◎教科の見方・考え方を働かせて課題解決させる手立て 

 一時間を通して、児童同士のやり取りの中で、聞き手に分

かりやすい話し方について考えさせたい。そのために、児童

同士の交流によって気付いた分かりやすく話すためのポイン

トを、全体で共有→自分の話し方に生かして話してみる活動

を繰り返し行う中で、話型を児童が完成させ、話す事柄の順

序を考えて話すことを意識して話せるようにしていきたい。 

前時の振り返り・本時のめあての共有 順序よく話すポイントを確認し、話す練習をする まとめ・振り返り 
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めあて 

 ことばをつけたして、はなすれんしゅうをしよう。 

＜本時で目指す児童の姿＞ 

話したいことを聞き手に分かりやすく伝えるための

ポイントを理解し、自分の話し方に生かそうとして

いる姿。 

まとめ 

 ・なにについてはなすのかをいう 

 ・まとまりをあらわすことばをつかう 
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